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護
保
険
部
会
に
は
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
意
見

が
反
映
さ
れ
ず
、
推
進
協
の
委
員
を
選
出
し
て
ほ

し
い
」「
17
年
改
定
以
降
、
居
住
費
と
食
費
の
基

準
費
用
額
が
一
度
も
見
直
さ
れ
て
い
な
い
。
速
や

か
に
見
直
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。

八
木
郁
夫
推
進
協
事
務
局
次
長
は
「
ユ
ニ
ッ
ト

型
個
室
的
多
床
室
」
の
実
態
に
つ
い
て
「
天
井
に

隣
室
と
の
間
に
隙
間
が
あ
る
た
め
照
明
の
光
や
話

し
声
が
漏
れ
る
。
空
調
の
調
整
、
臭
気
な
ど
の
点

で
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
く
、
感
染
症
対
策
に
も
適
さ
な
い
。
火
災
時
に

は
遮
断
す
べ
き
壁
が
な
い
た
め
炎
や
煙
の
侵
入
を

防
げ
ず
、
消
防
か
ら
『
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
が
部
屋
の
真
ん

中
に
取
り
付
け
て
な
け
れ
ば
、

消
防
効
果
が
落
ち
る
』
と
聞

か
さ
れ
た
」
と
実
態
や
要
望

内
容
を
詳
細
に
説
明
し
た
上

で
、
基
本
報
酬
が
「
ユ
ニ
ッ

ト
型
個
室
」
と
同
じ
単
位
に

な
っ
て
い
る
現
行
の
報
酬
体

系
の
矛
盾
を
指
摘
し
た
。

「
不
作
為
で
は
な
い
か
」
と
の
指
摘
も

一
方
、
議
連
か
ら
①
に
つ
い
て
「（『
個
室
的

多
床
室
』
は
）
見
て
く
れ
は
個
室
で
も
本
当
の
個

室
で
は
な
く
、
安
全
へ
の
配
慮
か
ら
も
差
を
付
け

る
の
は
当
然
だ
」「
建
築
コ
ス
ト
が
軽
視
さ
れ
て

い
る
。『
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
』
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
付
与
す
べ
き
だ
」「『
住
ま
い
』
と
い
う
観
点

に
立
て
ば
、
同
じ
報
酬
と
い
う
の
は
お
か
し
い
」

な
ど
と
報
酬
の
適
正
化
を
求
め
る
意
見
が
圧
倒
的

だ
っ
た
。

ま
た
②
に
つ
い
て
「
五
月
雨
式
に
決
め
る
の

で
は
な
く
、
２
年
の
任
期
が
来
た
段
階
で
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
人
選
す
べ
き
だ
「
中
医
協
（
中
央
社

会
保
険
医
療
協
議
会
）
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
分

科
会
を
設
置
し
、
分
科
会
の
意
見
を
上
部
の
部
会

に
上
げ
て
審
議
す
る
２
段
階
の
体
制
が
必
要
で
は

な
い
か
」
な
ど
と
厚
労
省
に
人
選
の
見
直
し
を
求

橋
照
比
古
理
事
、
佐
々
木
亀
一
郎
理
事
、
田
邊
真

知
子
理
事
、
赤
枝
眞
紀
子
事
務
局
長
、
広
嶋
稔
之

神
奈
川
県
支
部
長
ら
約
30
人
、
厚
労
省
か
ら
武
井

高
齢
者
支
援
課
長
、
鈴
木
健
彦
老
人
保
健
課
長
ら

が
出
席
し
た
。

赤
枝
会
長
は
、
議
連
の
強
い
支
援
に
よ
っ
て

30
年
度
介
護
報
酬
改
定
で
懸
案
だ
っ
た
「
ユ
ニ
ッ

ト
型
準
個
室
」
か
ら
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
的
多
床

室
」
へ
の
名
称
変
更
が
実
現
し
た
こ
と
な
ど
に
謝

意
を
述
べ
た
。

次
い
で
推
進
協
の
新
た
な
要
望
に
言
及
し
、

「（
推
進
協
が
推
進
し
て
い
る
）『
ユ
ニ
ッ
ト
型
個

室
』
と
『
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
的
多
床
室
』
で
は
住

環
境
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
入
居
者
の
安
全
確

保
な
ど
で
大
き
な
差
が
あ
り
、
次
の
33
年
度
介
護

報
酬
改
定
で
実
態
に
見
合
う
適
正
な
報
酬
化
を
お

願
い
し
た
い
」「
今
の
介
護
給
付
費
分
科
会
と
介

国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
「
骨
太
方
針
」「
新
成
長
戦
略
」

　

(

６
月
15
日)

閣
議
決
定

政
府
は
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
」（
骨
太
方
針
２
０
１
８
）
と
「
未
来
投
資
戦

略
２
０
１
８
」（
新
成
長
戦
略
）
を
閣
議
決
定
し

た
。
骨
太
方
針
は
①
来
年
10
月
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
対
す
る
対
策
②
基
礎
的
財
政
収
支
の

黒
字
転
換
５
年
先
送
り
③
外
国
人
材
の
受
入
れ

拡
大
（
新
た
な
在
留
資
格
制
度
の
創
設
）
な
ど

が
柱
。
未
来
投
資
戦
略
は
「
工
業
社
会
」
に
続

く
人
類
５
番
目
の
新
社
会
「
S
o
c
i
e
t
y

（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）
５
・
０
」
へ
の
取
り
組
み
②
科

学
的
介
護
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
活

用
な
ど
に
よ
る
効
率
的
で
効
果
的
で
質
の
高
い

医
療
・
介
護
の
提
供
な
ど
が
柱
。

◎
７
月
22
日
ま
で
会
期
延
長

(

６
月
20
日)

通
常
国
会 

衆
議
院
本
会
議
は
会
期
を
７
月
22
日
の
32
日

間
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
与
党
は
通

常
国
会
の
会
期
（
６
月
20
日
ま
で
）
で
成
立
し

な
か
っ
た
働
き
方
改
革
関
連
法
案
や
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
実
施
法
案
（
カ
ジ
ノ
関
連
法
案
）、
健
康

増
進
法
改
正
案
（
受
動
喫
煙
対
策
法
案
）、
公
職

選
挙
法
改
正
案
（
参
院
定
数
６
増
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関

連
法
案
な
ど
の
成
立
が
争
点
。
主
要
野
党
は
加

計
学
園
問
題
の
責
任
追
及
を
継
続
す
る
構
え
。

「
個
室
的
多
床
室
」
の
問
題
点
を
指
摘

総
会
に
は
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
議
連
か
ら

石
原
会
長
、
野
田
毅
顧
問
、
赤
枝
恒
雄
相
談
役
、

木
村
義
雄
幹
事
長
、
中
村
裕
之
事
務
局
長
ら
21
人

（
代
理
出
席
含
む
）、
推
進
協
か
ら
赤
枝
会
長
、
高

（１）
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1 面　「適正な介護報酬」を強く要望
　　　日医会長　横倉氏が 4 選
　　　国政ニュース、こちら傍聴席
2 面　新カリキュラムによる講義がスタート
　　　認知症介護実践者研修開催
　　　支部だより【福岡・大阪】
　　　新刊紹介「自分史のすすめ」
　　　入会施設のご案内
3 面　施設紹介【常照苑くすのき通り】（福岡）
　　　取組紹介【しょうじゅ美浜】（千葉）
　　　取組紹介【天空の杜】（福岡）
　　　30 年度改定要点ゼミ
4 面　介護ニュース・ダイジェスト
　　　ズバリ回答！人事・労務のお悩み
　　　用語解説、今後の予定

　
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
、
６
月

15
日
に
東
京
・
赤
坂
で
開
か
れ
た
自
民
党
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟
（
個
室

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
議
連
、
石
原
伸
晃
会
長
）
の
総
会・懇
談
会
に
臨
み
、
同
議
連
に
①
「
ユ

ニ
ッ
ト
型
個
室
」
と
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
的
多
床
室
」
の
適
正
な
介
護
報
酬
化
②
介
護

給
付
費
分
科
会
委
員
及
び
介
護
保
険
部
会
委
員
へ
の
選
出
③
居
住
費
・
食
費
の
基
準
費

用
額
の
見
直
し
の
３
点
を
要
望
し
た
。
石
原
会
長
は
「
中
に
は
13
年
前
（
平
成
17
年
10

月
の
臨
時
報
酬
改
定
）
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
問
題
も
あ
り
、
早
急
な
見
直
し
が

必
要
だ
」
と
述
べ
、
同
席
し
た
厚
生
労
働
省
の
武
井
佐
代
里
高
齢
者
支
援
課
長
ら
に
早

期
対
応
を
求
め
た
。

「
適
正
な
介
護
報
酬
」
を
強
く
要
望

「
推
進
協
委
員
の
選
出
」「
基
準
費
用
額
」
も

自
民
党
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
議
連
と
懇
談

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
静
か
な
ブ
ー
ム

ウ
の
目
タ
カ
の
目

○
…
「
最
近
、
介
護
や
医
療
の
現
場
で
も
自

分
史
づ
く
り
が
静
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る

そ
う
だ
ね
」。
い
つ
も
は
記
者
会
見
や
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
で
賑
や
か
な
東
京
・
霞
ケ
関
の
記
者

ク
ラ
ブ
。
束
の
間
の
静
け
さ
が
戻
っ
た
休
憩
時

間
、
ベ
テ
ラ
ン
の
政
治
部
記
者
が
口
を
開
い
た
。

○
…
「
昔
は
、
政
治
家
や
経
済
人
、
地
方

の
名
士
、
そ
れ
に
社
会
福
祉
法
人
や
医
療
法
人

の
役
員
が
自
分
の
半
生
を
振
り
返
り
、
ポ
ケ
ッ

ト
マ
ネ
ー
で
自
主
出
版
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ

た
そ
う
で
す
。
政
治
家
の
場
合
、
後
援
会
や
有

権
者
に
配
る
〝
選
挙
道
具
〟
に
も
な
っ
て
い
た

と
か
。
い
ま
で
は
定
年
に
な
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ

赤枝 雄一 会長

ユニットケア議連の総会・懇談会

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

社
会
医
療
法
人
弘
恵
会
理
事
長
。
2
0
1
7

年
10
月
か
ら
は
世
界
医
師
会
会
長
を
務
め
る
。

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
「
2
0
2
5
年

問
題
」
を
控
え
、
か
か
り
つ
け
医
の
育
成
と
各

地
域
へ
の
定
着
に
力
を
注
い
で
い
る
。

６
月
23
日
、
日
本
医
師
会
の
役
員
選
挙
が

行
わ
れ
、
会
長
選
で
現
職
の
横
倉
義
武
氏
（
推

進
協
会
員
、
特
養
「
常
照
苑
く
す
の
き
通
り
」）

が
対
立
候
補
を
大
差
で
破
り
、
４
選
を
果
た
し

た
。
所
信
表
明
で
「
初
診
か
か
り
つ
け
医
の
機

能
拡
充
」
な
ど
を
掲
げ
た
。

日
医
会
長　

横
倉
氏
が
４
選

め
た
。

③
に
つ
い
て
は
「
13
年
間
も
居
住
費
と
食
費

を
見
直
さ
な
い
の
は
（
行
政
の
）
不
作
為
で
は
な

い
の
か
」
な
ど
と
見
直
し
を
迫
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
武
井
高
齢
者
支
援
課
長
は
「
基

本
報
酬
は
人
員
基
準
を
基
に
決
め
て
い
る
が
、
利

用
者
負
担
額
（
第
2
段
階
）
で
は
『
ユ
ニ
ッ
ト
型

個
室
』（
月
額
５
万
２
千
円
）
と
『
ユ
ニ
ッ
ト
型

個
室
的
多
床
室
』（
同
４
万
２
千
円
）
で
１
万
円

の
差
が
あ
る
」「
介
護
給
付
費
分
科
会
と
介
護
保

険
部
会
の
委
員
は
サ
ー
ビ
ス
や
専
門
性
な
ど
を
基

に
各
１
名
で
お
願
い
し
て
い
る
が
、希
望
が
多
く
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
意
見
を
う
か
が
う
よ
う
に
し
て
い

推
進
協
の
要
望
（
骨
子
）

① 

「
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
」
と
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
的
多

床
室
」
の
適
正
な
介
護
報
酬
化
（
住
環
境
面
の
差

に
応
じ
た
適
正
な
介
護
報
酬
化
を
要
望
）

② 

介
護
給
付
費
分
科
会
と
介
護
保
険
部
会
委
員
へ
の

選
出
（
特
養
を
論
議
す
る
上
で
推
進
協
委
員
の
選

出
が
不
可
欠
）

③ 

居
住
費
・
食
費
の
基
準
費
用
額
の
見
直
し （
17
年
10

月
改
定
以
降
見
直
し
さ
れ
ず
）

ユニット型個室と個室的多床室の報酬単位

要介護度 個室的多床室 ユニット型個室
要介護 3 776 単位
要介護 4 843 単位
要介護 5 910 単位

（注）要介護度（3 以上）別、1 日当たりの単位

ン
や
主
婦
が
中
心
で
、
自
分
史
の
書
き
方
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
講
座
が
各
地
で
開
か
れ
て
い
ま

す
。
出
版
不
況
に
苦
し
む
出
版
業
界
が
後
押
し

し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
社
会
部
の
若
手
記
者
。

○
…
「
介
護
現
場
で
も
自
分
史
づ
く
り
が

進
ん
で
い
ま
す
。
あ
る
特
養
で
は
、
施
設
職
員

が
入
所
者
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
家
族

に
働
き
掛
け
、
戦
争
体
験
や
遊
び
、
近
所
や
学

校
で
の
思
い
出
、
子
育
て
、
健
康
な
ど
を
ま
と

め
て
本
に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
認

知
症
ケ
ア
に
も
効
果
が
あ
る
と

か
。
そ
れ
に
〝
庶
民
目
線
の
歴

史
書
〟
と
し
て
学
術
的
に
も
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
」
と
文
化
部
の
女
性
記

者
が
フ
ォ
ロ
ー
し
た
。（
楢
）

石原 伸晃 議連会長

る
」「
基
準
費
用
額
は
介
護
事
業
経
営
実
態
調
査

の
結
果
を
み
て
判
断
し
て
き
た
。
今
後
、
意
見
を

踏
ま
え
て
給
付
費
分
科
会
で
検
討
し
た
い
」
な
ど

と
答
え
た
。
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推
進
協
は
第
１
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研

修
（
座
学
研
修
）
を
、
静
岡
（
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ
）、
福
岡
（
リ
フ
ァ
レ
ン

ス
駅
東
ビ
ル
）、
東
京
（
羽
田
タ
ー
ト
ル
）
の

３
会
場
で
開
催
し
た
。
今
期
３
会
場
の
受
講

者
は
、
静
岡
56
名
、
福
岡
40
名
、
東
京
74
名
。

6
月
13
日
・
14
日
　
静
岡

講
師
は
、
浦
田
卓
靖
氏
（
静
岡
県
健
康
福

祉
部
福
祉
長
寿
局

介
護
保
険
課
課

長
）、
黒
田
秀
宗

氏
（
み
く
ら
の

里
・
介
護
主
任
）、

齋
藤
英
輔
氏
（
竜

爪
園
・
支
援
相
談

員
）、
井
手
明
利

氏
（
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
研
修
事
業
推
進

室
長
）、
の
4
名
。

6
月
21
日
・
22
日
　
福
岡

講
師
は
、
藤
村
二
朗
氏
（
久
住
会
理
事
長
、

天
空
の
杜
施
設
長
）、
井
手
氏
の
2
名
。

6
月
28
日
・
29
日
　
東
京

講
師
は
、
黒
田
氏
、
斎
藤
氏
、
井
手
氏
の

３
名
。

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
研
修

今
年
度
か
ら
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
は
「
平

成
29
年
6
月
1
日
付
、
老
高
発
0
6
0
1
第

3
号
厚
生
労
働
省
老
健
局
高
齢
者
支
援
課
長

通
知
」
に
基
づ
く
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

◎
座
学
（
2
日
間
）
の
学
習
内
容

【
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
社
会
的
背
景
と
展
望
】

 

①
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
取
り
巻
く
社
会
状
況

と
地
域
社
会
の
変
化
②
社
会
保
障
制
度
と

政
策
③
高
齢
者
介
護
施
設
に
求
め
ら
れ
る

役
割
④
介
護
人
材
の
担
う
役
割

【
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
】

 

①
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
②
ユ
ニ
ッ
ト

（２）

【
連
載
】
第
4
回

6
月
8
日
、
福
岡
支
部
（
牟
田
和
男
支
部
長
）

は
福
岡
市
内
の
会
員
施
設
で
あ
る
「
け
や
き
」

（
伊
藤
純
二
施
設
長
）
で
、
介
護
リ
ー
ダ
ー
会

議
を
開
催
し
、
8
施
設
25
名
が
参
加
し
た
。

「
リ
ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」
を
テ
ー
マ

に
、
事
前
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
基
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式

で
検
討
し
、
意
見
交

換
し
た
。
リ
ー
ダ
ー

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
が
十
分
に
実
施
で

き
て
い
な
い
施
設
へ

の
助
言
や
、
移
乗
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
リ
フ
ト
な
ど

の
導
入
状
況
の
紹
介
な
ど
が
あ
っ
た
。
受
講
者

か
ら
「
様
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
有
意
義
な
会
議
だ
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

【
今
後
の
予
定
】

◎
9
月
14
日
（
金
）
17
時
30
分
～
19
時

　

テ
ー
マ
：「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
」

　
　

  　

    「
介
護
機
器
、ロ
ボ
ッ
ト
の
効
果
」

　
 

会
場
：
ま
き
の
木

福
岡
支
部

介
護
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
催

支
部
便
り

◆ 

老
健　
サ
ザ
ン・ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

支
部
名　
鹿
児
島
支
部

法
人
名　
社
会
医
療
法
人　

聖
医
会

法
人
代
表
者　
理
事
長　
牧
角 

寛
郎　

施
設
代
表
者　
施
設
長　
牧
角 

丞
治

住
所   

〒
8
9
8
ー
0
0
1
1

　
　
　
枕
崎
市
緑
町
2
3
6
番
地　

電
話　
0
9
9
3
（
７
２
）
8
8
5
5

◎
入
会
施
設
の
ご
紹
介
◎

◎
賛
助
会
員
入
会
の
ご
紹
介
◎

◆ 

社
会
福
祉
法
人 

敬
峰
会

　
理
事
長　
中
川
裕　

　
住
所   

〒
５
１
４
ー
０
０
３
２

　
　
　
　
津
市
中
央
４
番
19
号

　
電
話　
０
５
９
（
２
７
１
）
５
６
６
１

◆ 

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・
ア
イ

　
　
　
　
　
関
東
営
業
所

　
所
長　
水
野
昭
宏　

　
住
所   

〒
３
３
０
ー
０
０
６
１

　
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
9
ー
5
ー
6

　
電
話　
０
４
８
（
７
１
１
）
４
８
５
６

【
報
告
】
大
阪
北
部
地
震
で
の
支
援 

大
阪
支
部

福岡支部　グループワーク

平
成
30
年
度
第
1
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
開
催

6/28.29 東京会場（羽田タートル）
6/13.14　静岡会場

（男女共同参画センターあざれあ）

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
講
義
が
ス
タ
ー
ト

6
月
18
日
、
近
畿
地
方
で
の
地
震
発
生
に

伴
い
、
事
務
局
か
ら
京
都
支
部
と
大
阪
支
部

の
会
員
施
設
に
被
害
状
況
を
確
認
し
、
支
援

物
資
を
送
り
ま
し
た
。

大
阪
支
部
の
サ
ー
ル
・
ナ
ー
ト
（
村
島
保

夫
施
設
長
）
か
ら
「
近
隣
の
特
養
で
水
道
に

泥
水
が
混
入
し
、
水
が
使
え
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
備
蓄
の
飲
料
水
も
底
を
尽
き
、
買

い
出
し
に
行
く
も
全
く
確
保
で
き
な
い
状
況

な
の
で
支
援
し
た
い
」
と
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。翌

日
、
事
務
局
か
ら
サ
ー
ル
・
ナ
ー
ト
を

介
し
て
被
害
施
設
に
支
援
物
資
（
備
蓄
飲
料

水
10
ケ
ー
ス
）
を
送
り
ま
し
た
。

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
解
と
方
法
」「
認

知
症
の
人
へ
の
非
薬
物
的
介
入
」「
ア
セ
ス
メ

ン
ト
と
ケ
ア
の
自
洗
の
基
本
」「
認
知
症
の
人

へ
の
介
護
技
術
」
の
科
目
に
つ
い
て
学
ぶ
。

講
師
は
、
秋
津
克
己
氏
（
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里

鶴
見
・
施
設
長
）、井
上
義
臣
氏
（
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
ゆ
う
ゆ
う
・
管
理
者
）、
川
原
俊
一

郎
氏
（
訪
問
介
護
事
業
所
つ
か
さ
・
管
理
者
）、

髙
田
朱
美
氏
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
水
車
の
里
・

管
理
者
）、
牧
野
さ
く
ら
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

オ
ク
セ
ン
・
管
理
者
）、
松
田
昇(

高
齢
者
よ
ろ

ず
相
談
セ
ン
タ
ー
お
お
す
み
・
管
理
者)

、
村

田
茂
氏
（
社
会
福
祉
法
人
よ
つ
ば
会
・
管
理
者
）

の
7
名
。

今
回
の
受
講
者
は
こ
れ
か
ら
約
1
か
月
、
間

自
施
設
で
実
習
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
ケ
ア
の
実

践
）
を
行
い
、
7
月
27
日
の
実
習
報
告
会
で
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
ケ
ア
の
実
践
に
対
し
て
の
評

価
や
分
析
を
行
い
、
今
後
の
課
題
を
明
確
に
す

る
。

◆ 

特
養　

津
の
街

支
部
名　
三
重
支
部

法
人
名　
社
会
福
祉
法
人　

敬
峰
会

法
人
代
表
者　
理
事
長　
中
川 

裕　

施
設
代
表
者　
施
設
長　
岩
名 

真
臣

住
所   

〒
5
1
4
ー
0
1
1
1

　
　

   

津
市
一
身
田
平
野
7
2
6
ー
6　

認
知
症
介
護
実
践
研
修
開
催

推
進
協
は
6
月

18
日
～
22
日
の
5

日
間
、
第
１
回
認

知
症
介
護
実
践
研

修
を
し
ょ
う
じ
ゅ

の
里
鶴
見
（
横
浜

市
鶴
見
区
）
で
開

催
し
、
4
名
が
参

加
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
高
齢
者
介
護
の
実
務
経
験
が

2
年
以
上
の
方
を
対
象
と
し
、
認
知
症
介
護
技

術
の
向
上
を
図
り
、
認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、「
認
知
症
ケ
ア
の
基
本
的
視
点
と

理
念
」「
認
知
症
ケ
ア
の
倫
理
」「
認
知
症
の
人

の
理
解
と
対
応
」「
認
知
症
の
人
の
家
族
へ
の

支
援
方
法
」「
認
知
症
の
人
の
権
利
擁
護
」「
認

知
症
の
人
の
生
活
環
境
づ
く
り
」「
地
域
資
源

の
理
解
と
ケ
ア
へ
の
活
用
」「
認
知
症
の
人
と

認知症介護実践者研修

お申込は Web で
（suishinkyo.net）

第
２
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

7
月
2 

日（
月
）
～
8
月
2
日（
木
）申
込
受
付
！

福
岡
会
場
：
8
月
30
日
（
木
）
～
31
日
（
金
）

大
阪
会
場
：
9
月
3
日
（
月
）
～
4
日
（
火
）

東
京
会
場
：
9
月
13
日
（
木
）
～
14
日
（
金
）

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
③
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

基
礎
と
リ
ー
ダ
ー
の
機
能
④
キ
ャ
リ
ア
と

キ
ャ
リ
ア
形
成

【
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
理
念
と
意
義
】

・ 

高
齢
者
と
そ
の
生
活
の
理
解
（
①
高
齢
者

に
対
す
る
全
人
的
理
解
②
入
居
者
を
取
り

巻
く
環
境
・
生
活
の
理
解
③
高
齢
期
の
理

解
）

・ 

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
理
念
と
特
徴
（
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
理
念
②
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
仕
組

み
③
ケ
ア
と
空
間
の
融
合
④
安
心
・
快
適

な
環
境
づ
く
り
）

・ 
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
お
け
る
個
別
ケ
ア
と
自

立
支
援
（
①
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
お
け
る
自

律
し
た
日
常
生
活
の
支
援
②
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
に
お
け
る
社
会
的
関
係
の
構
築
③
権
利

擁
護
）

【
ケ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】

 

①
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
お
け
る
介
護
過
程
の

展
開
（
ケ
ア
に
お
け
る
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
）
②
チ
ー
ム
ケ
ア
、
多
職
種
と
の
連
携

の
実
践　

チ
ー
ム
ケ
ア
の
実
践
③
重
度
化
・

認
知
症
へ
の
対
応
、
看
取
り
介
護

【
ユ
ニ
ッ
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】

 

①
ユ
ニ
ッ
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方

②
人
的
資
源
に
対
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
③

物
的
資
源
と
財
的
資
源
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

④
情
報
活
用
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⑤

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

【
統
合
と
実
践
】

 

①
ケ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ユ
ニ
ッ
ト
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
と
実
践
方
法
の

理
解
②
こ
れ
ま
で
の
ケ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
振
り

返
り
と
今
後
の
取
組
の
方
針

◎
実
地
研
修
（
3
日
間
）
と
プ
レ
ゼ
ン

座
学
受
講
後
、
実
習
生
は
3
日
間
の
実
地

研
修
施
設
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
様
子
を
観

察
し
な
が
ら
、
自
施

設
の
課
題
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

運
営
計
画
を
立
て
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は

複
数
施
設
を
ス
カ
イ

プ
で
接
続
し
、
実
地

研
修
施
設
の
管
理
者

や
受
入
担
当
者
が
立

ち
合
い
、
総
括
、
講

評
し
た
。

◆ 

特
養　

こ
こ
ろ
の
丘

支
部
名　
岐
阜
支
部

法
人
名　
社
会
福
祉
法
人　

恵
雄
会

法
人
代
表
者　
理
事
長　
井
口 

智
雄　

施
設
代
表
者　
施
設
長　
井
口 

道
恵

住
所   

〒
5
０
９
ー
７
４
０
３

  

恵
那
市
岩
村
町
２
４
５
３
番
地
１
２
３

電
話　
０
５
７
３
（
４
３
）
０
５
５
６

支援物資を届ける村島施設長

 「
自
分
史
の
す
す
め
」

　
　（
平
凡
社
新
書
、
小
池
新
著
）

い
ま
や
自
分
史
づ
く
り
は
カ
ル
チ
ャ
ー
で
は

定
番
講
座
の
１
つ
。
定
年
退
職
者
や
主
婦
に
交

じ
っ
て
就
活
中
の
大
学
生
が
ペ
ン
を
動
か
し
て

い
る
光
景
も
珍
し
く
な
い
。
な
ぜ
、
自
分
史
な

の
か
。
小
池
氏
は
大
学
講
師
を
勤
め
た
経
験
か

ら
「
人
間
が
文
章
（
自
分
史
）
を
書
く
の
は
、

考
え
る
か
ら
、
ま
た
何
か
に
触
れ
て
心
を
動
か

す
か
ら
」
で
、「
過
去
を
振
り
返
る
だ
け
の
物

語
で
は
な
く
、
過
去
を
見
つ
め
、
こ
れ
か
ら
ど

う
生
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
」
だ
と
い
う
。

と
は
い
え
、
素
人
が
文
章
を
書
く
の
は
簡
単

で
は
な
い
。「
自
分
史
の
す
す
め
」（
全
9
章
）

は
、
準
備
や
文
章
術
、
見
出
し
の
付
け
方
、
文

章
の
決
ま
り
ご
と
と
コ
ツ
ま
で
、
１
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
。
例
え
ば
、
93
歳
以
上
に

は「
戦
争
」、60
以
上
な
ら「
60
年
安
保
」「
や「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」「
学
生
運
動
」
な
ど
を
テ
ー

マ
や
ポ
イ
ン
ト
に
す
る
と
書
き
や
す
い
。

第
７
章
の
「
介
護
現
場
の
世
界
で
の
取
り
組

み
」
で
は
、
介
護
施
設
で
の
ケ
ア
や
看
取
り
に

自
分
史
づ
く
り
を
勧
め
て
い
る
が
小
川
利
久
・

エ
イ
ジ
ン
グ
・
サ
ポ
ー
ト
代
表
取
締
役
の
活
動

を
紹
介
。
小
川
氏
に
共
感
し
た
東
京
都
内
の
特

養
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
自
分
史
導
入
を
検
討

し
て
い
る
と
い
う
。
認
知
症
の
予
防
や
治
療
効

果
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。
自
分
史
づ
く

り
の
決
定
版
だ
。（
楢
）

【
こ
い
け
・
あ
た
ら
し
】
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

元
共
同
通
信
編
集
委
員
（
論
説
委
員
兼
任
）、

立
教
大
学
兼
任
講
師
な
ど
を
歴
任
。

◇
◇
◇
新
刊
紹
介
◇
◇
◇

自分史のすすめ
自分史作りの決定版

6/21.22
福岡会場（リファレンス駅東ビル）

しょうじゅの里三保と梅香の里の 2 施設を
スカイプ接続し、プレゼンを実施



2018 年（平成 30 年）7月 15 日発行　第 137 号

が合同で訓練や様々な体験を行いました。千葉市に 1 台のみの「起震車体験」、テントの中で

煙を発生させてテント内を歩く「煙体験」、消防隊の指導を受けながら体験する「消火器の取

り扱い」を受けながら地域の方々とも感想を話すことができました。

震度７想定の揺れはとても激しく、スタッフでも必死で耐える状況です。このような機会

に防災について考え、多くの命を守るための想像力をつけることが重要だと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（施設長：北原 由美）

【
施
設
の
紹
介
】

平
成
22
年
4
月
、
常
照
苑
（
個

室
、
多
床
室
）
に
30
床
の
ユ
ニ
ッ

ト
型
個
室
「
く
す
の
き
通
り
」
を

増
設
い
た
し
ま
し
た
。
入
居
者
の

ほ
と
ん
ど
が
施
設
近
隣
の
み
や
ま
、

大
牟
田
、柳
川
、八
女
地
区
の
方
で
、

一
人
暮
ら
し
と
な
っ
た
女
性
の
方

が
9
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

◎
「
常
照
苑
」
の
名
の
由
来

浄
土
真
宗
の
経
典
「
正し

ょ
う
し
ん
げ

信
偈
」

の
中
の
「
煩ぼ

ん
の
う
し
ょ
う
げ
ん
す
い
ふ
け
ん

悩
障
眼
雖
不
見

大だ
い
ひ
む
け
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う
が

悲
無
倦
常
照
我
」
と
い
う
こ
と

ば
か
ら
「
常
に
照
ら
す
」
と
い
う

常
照
を
取
り
、
佛
様
が
悟
り
を
開

か
れ
た
鹿
野
苑
の
苑
を
取
っ
て

「
常
照
苑
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

【
医
療
機
関
と
の
連
携
】

◎
ヨ
コ
ク
ラ
病
院

定
期
健
診
や
緊
急
時
の
受
入
れ

な
ど
は
、
地
元
の
方
達
が
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
い
る
ヨ
コ
ク
ラ
病

院
（
社
会
医
療
法
人
弘
恵
会
・
横

倉
義
武
理
事
長
）
と
連
携
し
て
い

る
の
で
、
入
居
者
の
方
に
と
っ
て

は
入
居
後
も
同
じ
医
師
に
診
て
も

ら
え
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
、

職
員
も
い
ざ
と
い
う
時
の
素
早
い

対
応
を
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

◎
永
江
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

3
年
前
に
入
居
者
の
歯
科
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
い
と
考
え
、
地
域
で

長
く
診
療
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
快
く

引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

月
に
4
回
、
口
腔
ケ
ア
の
指
導
と

検
診
治
療
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
り
、

今
で
は
誤
嚥
性
肺
炎
で
入
院
さ
れ

る
方
が
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

【
地
域
の
文
化
を
反
映
し
た
行
事
】

施
設
の
あ
る
高
田
町
は
柳
河
藩

（
現
在
の
柳
川
市
）
と
三
池
藩
（
現

在
の
大
牟
田
市
）
の
文
化
を
色
濃

く
残
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
文
化

を
反
映
し
た
行
事
な
ど
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

◎
餅
つ
き

毎
年
、
12
月
28
日
に
な
る
と
、

駐
車
場
に
か
ま
ど
や
臼
を
用
意
し

て
餅
つ
き
を
し
、
入
居
者
様
に
お

神
酒
な
ど
を
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
施
設

の
あ
る
地
域
に
は
正
月
前
に
一
俵

を
つ
く
と
い
う
風
習
が
あ
り
、
男

性
は
杵
を
担
ぎ
、
女
性
は
割
烹
着

を
着
て
お
餅
を
丸
め
る
と
い
う

役
割
が
あ
り
ま
し
た
。
昔
を
懐

か
し
む
入
居
者
の
方
が
多
く
、
車

椅
子
に
掛
け
た
入
居
者
様
が
立
ち

上
が
っ
て
、
お
餅
つ
き
を
す
る
と

い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

◎
花
ま
つ
り

花
ま
つ
り
と
は
、
お
釈
迦
さ
ま

の
誕
生
日
（
４
月
8
日
）
を
祝
う
お

祭
り
の
こ
と
で
す
。
花
で
飾
っ
た

小
さ
な
お
堂
の
中
の
、
右
手
で
天

を
左
手
で
地
を
指
さ
し
た
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
お
釈
迦
様
で
あ
る
誕

生
仏
に
、甘
茶
を
か
け
て
祝
い
ま
す
。

◎
さ
げ
も
ん
ま
つ
り

柳
川
藩
の
風
習
で
、
お
雛
様
の

時
期
に
布
で
作
っ
た
49
個
の
縁
起

物
（
海
老
＝
年
老
い
て
、
腰
が
曲

が
っ
て
も
な
お
元
気
、
ね
ず
み
＝

子
だ
く
さ
ん
…
な
ど
）
を
吊
る
し

て
飾
る
お
祭
り
で
す
。
施
設
で
も
、

２
月
中
旬
か
ら
4
月
3
日
ま
で
の

約
1
か
月
、お
雛
様
と
一
緒
に
ホ
ー

ル
い
っ
ぱ
い
に
い
く
つ
も
の
さ
げ

も
ん
を
吊
り
下
げ
て
飾
り
ま
す
。

◎
夏
祭
り
・
大
蛇
山

大
蛇
を
納
め
る
こ
と
で
厄
払
い

を
す
る
「
大
蛇
山
」
ま
つ
り
（
毎

年
7
月
下
旬
に
こ
の
地
域
で
行
わ
れ

る
夏
祭
り
）
を
施
設
で
も
行
っ
て
い

ま
す
。

◎
晴
れ
の
日
の
謡
（
う
た
い
）

毎
年
10
月
17
日
の
祭
礼
で
は
、

高
田
町
の
宝
満
神
社
境
内
の
能
舞

台
で
「
能
楽
」
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

文
録
元
年
（
１
５
９
２
年
）
の
「
朝

鮮
の
役
」
の
際
、
当
時
の
柳
川
藩

主
立
花
宗
茂
公
祈
願
成
就
の
た

め
、
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
歴
史

を
持
つ
地
元
の
方
に
は
能
の
謡
が

浸
透
し
て
い
る
の
で
、
お
正
月
や

晴
れ
の
日
に
職
員
が
歌
い
、
入
居

者
様
も
口
ず
さ
ん
で
い
ま
す
。

【
眠
り
ス
キ
ャ
ン
を
導
入
】

現
在
、
5
台
の
眠
り
ス
キ
ャ
ン

を
導
入
し
て
お
り
、
今
後
も
増
や

す
予
定
で
す
。
職
員
は
、
眠
り
ス

キ
ャ
ン
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
記
録

の
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
首
か
ら

下
げ
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
首
か

ら
下
げ
る
ケ
ー
ス
で
手
ご
ろ
な
も

の
が
見
つ
か
ら
ず
困
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら

革
細
工
の
ケ
ー
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
た
だ
き
、
重
宝
し
て
い
ま

す
。

【
横
倉
義
英
施
設
長
か
ら
】

地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
し
っ

か
り
取
り
組
み
、
地
域
の
困
り
ご

と
に
も
っ
と
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
も
っ
と
地
域

に
出
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
に

は
人
も
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

現
在
、
み
や
ま
市
が
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
直
営
し
て
い

ま
す
が
、
他
の
事
業
所
と
の
垣
根

を
低
く
し
て
、
地
域
全
体
で
地
域

を
支
援
す
る
高
田
モ
デ
ル
の
よ
う

な
も
の
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（3）

福岡県

〒 839-0225　福岡県みやま市高田町上楠田１２３７
ユニット型　30 床　３ユニット　

～ 祖父の代から築き上げたものを大切に、地元の方と共にありたい　～

社会福祉法人 光輪会
特別養護老人ホーム 常照苑くすのき通り

千葉市美浜区にある特別養護老人ホームしょうじゅ美

浜は平成 25 年に開設しました。4000 戸から成るＵＲ

千葉幸町団地の中心部に立地しています。地域にとって

しょうじゅが福祉の拠点となるよう、様々な事業所が同

一敷地内に入っています。

いつ起こるか分からないのが自然災害や火災等の発生

です。有事の時は地域との連携が大切になってきます。

そこで今回の防災訓練は千葉市防災普及公社、地元消防

に参加して頂き、しょうじゅのスタッフと地域住民の方

こんにちは。「天空の杜」です。今回は２つの取り組みを

ご紹介します。

１つめは入居者様に外の空気に触れていただくための取

り組みです。ベランダを利用した家庭菜園と車いすでも通

れる幅の遊歩道を作りました。家庭菜園は、野菜作りが得

意な入居者の方の指南を受けながら、季節の野菜などを育

てています。ユニット調理などで一緒に食べると、話も弾

み楽しみにしております。

社会福祉法人 久住会 
天空の杜（福岡県）
施設長：藤村 二朗

防災訓練

 自然災害や火災等に備えて

起震車体験煙体験ハウス

　
基
本
報
酬
に
つ
い
て

基
本
報
酬
は
、
指
定
基
準
の
う
ち
、
そ
の
基

礎
的
要
件
（
人
員
、
設
備
、
運
営
）
を
満
た
す

こ
と
を
前
提
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
報

酬
改
定
に
お
い
て
は
、
介
護
給
付
費
分
科
会
で

は
介
護
事
業
経
営
実
態
調
査
の
結
果
が
昨
今
大

き
く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
一
般
企
業
に
お

け
る
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
は
、
市
場
の
中
で

自
由
に
設
定
し
ま
す
。
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
や

商
品
は
高
く
売
れ
、
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
な

け
れ
ば
売
れ
ず
に
廃
業
と
な
る
で
し
ょ
う
。

基
本
報
酬
と
加
算

介
護
保
険
制
度
は
、
強
制
加
入
の
社
会
保

険
方
式
で
あ
る
た
め
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
、
一
定
程
度
担
保
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
に
法
定
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
質
の

評
価
は
基
本
部
分
と
加
算
部
分
に
よ
っ
て
別

れ
て
い
ま
す
が
、
主
に
基
本
部
分
は
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
評
価
と
し
て
、
職
員
の
体
制
や
報
酬
に

含
ま
れ
る
消
耗
品
や
介
護
用
品
（
車
い
す
、
オ

ム
ツ
、
リ
ネ
ン
等
々
）
な
ど
で
す
。

経
営
努
力
で
報
酬
下
が
る
要
素
も

こ
こ
で
報
酬
上
の
評
価
で
す
が
、
創
設
時
か

ら
一
般
的
に
議
論
が
あ
る
の
は
、
介
護
保
険
制

度
に
お
い
て
は
、
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
高
め
よ
う
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
コ
ス
ト
が

掛
か
る
の
み
な
ら
ず
、
介
護
度
が
改
善
す
れ
ば

基
本
報
酬
の
一
日
当
た
り
の
単
価
が
下
が
っ
て

し
ま
う
な
ど
経
営
上
逆
転
が
起
こ
っ
て
し
ま
う

点
で
す
。
経
営
努
力
を
し
た
結
果
、
収
支
差
益

が
出
れ
ば
出
る
ほ
ど
報
酬
が
下
が
る
要
素
が
あ

る
点
で
す
。
勿
論
、
社
会
的
倫
理
観
や
社
会
的

使
命
が
あ
る
前
提
で
記
載
し
ま
す
。

特
養
で
傾
斜
配
分
高
め
た

平
成
30
年
の
介
護
報
酬
改
定
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
基
本
報
酬
部
分
の
評

価
と
合
わ
せ
て
傾
斜
分
配
を
高
め
た
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
り
ま
し
た
。
次
回
は
、
介
護
報
酬
改

定
に
お
け
る「
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価（
成
功
報
酬
）」

に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

30
年
度
改
定

　
　

要
点
ゼ
ミ

【
連
載
】
第
4
回

（
介
護
保
険
委
員
長 

      　
　
　
藤
村 

二
朗 
）   

遊歩道は、家族が訪れて共に散歩できるように、草だらけだった裏庭に遊歩道を作りました。

道となる部分だけは業者にお願いしましたが、その周囲は職員が担当しました。木を囲んだ

円柱形のブロックは近隣のコンクリート試験場からいただいてきました。家庭菜園では花の

苗や野菜を育てています。遊歩道ではスイカを栽培中です。

２つめは、ユニットに訪れたご家族にユニットでの行事や、入居者様の様子を見ていただ

くため、ユニット間交流スペースにアルバムを置くようにしています。  （施設長：藤村 二朗）

社会福祉法人 兼愛会
しょうじゅ美浜（千葉市）

施設長：北原 由美

遊歩道の周囲では
スイカを栽培

木の周囲には
円柱ブロックを活用

消火器の取り扱い

裏庭に作った遊歩道

花で飾ったお堂お雛様と一緒に飾られたさげもん

横倉施設長

ホールに置かれた
大蛇山

ベランダを活用した
家庭菜園

ユニット間の交流スペースに
置かれたアルバム

家庭菜園＆遊歩道

交流スペースにアルバム

 入居者様のために
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ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

◎
第
２
期 

福
岡
会
場　
８
月
30
日（
木
）～
31
日（
金
）

◎
第
２
期 

大
阪
会
場　
９
月
3
日（
月
）～
４
日（
火
）

◎
第
２
期 

東
京
会
場　
９
月
13
日（
木
）～
14
日（
金
）

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

◎
第
１
回　
東
京
会
場

　
　
　
7
月
30
日
（
木
）
～
8
月
1
日
（
水
）

全
国
研
修
大
会 

in
沖
縄
２
０
１

◆
日
程
：
11
月
22
日
（
木
）・
23
日
（
金
）

◆
会
場
：
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
（
沖
縄
県
南
城
市
）

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

　
【
1 

日
目
：
11 

月 

22 

日
（
木
）】

12
時
30
分
～
13
時
20
分　

開
会
式

13
時
30
分
～
14
時
30
分　

　

基
調
講
演
（
厚
生
労
働
省
）

　
演
題
：
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
良
さ
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

14
時
40
分
～
16
時
10
分

　

特
別
講
演
（
佐
藤
信
人
氏
）

　

演
題
：
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
結
ぶ　
し
あ
わ
せ
探
し

16
時
30
分
～
18
時
15
分
（
分
科
会
・
事
例
発
表
）

18
時
30
分
～
20
時
（
情
報
交
換
会
）

　

第
1
分
科
会
：
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
羽
鳥
訓
秀
氏
）

　

第
2
分
科
会
：
人
材
育
成
（
諸
見
里
安
知
氏
）

　

第
3
分
科
会
：
環
境
支
援
（
児
玉
桂
子
氏
）

　

第
4
分
科
会
：
認
知
症
ケ
ア
（
宮
里
好
一
氏
）

　
【
2 

日
目
：
11 

月 

23 

日
（
金
）】

９
時
～
10
時
30
分　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

テ
ー
マ
：
ゆ
い
ま
ー
る
の
こ
こ
ろ
で
結
ぶ
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア　

　
　

座
長
：
尾
島
朱
美
氏

10
時
50
分
～
12
時

　

記
念
講
演
（
藤
田
孝
典
氏
）

　

演
題
：
日
本
の
お
年
寄
り
が
幸
せ
に
な
る
解
決
策

介
護
に
関
係
す
る
政
府
機
関
や
民
間
団
体
の
動

き
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
労
省
や
各
団

体
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（
注
）
青
字
は
推
進
協
の
関
連
ニ
ュ
ー
ス
。

■
出
生
数
94
・
６
万
人　
過
去
最
低

（
６
月
１
日
）
人
口
動
態
統
計

厚
労
省
が
公
表
し
た
29
年
人
口
動
態
統
計
に

よ
る
と
、
出
生
数
は
94
万
６
０
６
０
人
（
前
年

比
３
万
９
１
８
人
減
）
で
過
去
最
低
。
合
計
特

殊
出
生
率
は
１
・
43
（
同
０
・
01
㌽
低
下
）。

一
方
、
死
者
数
は
１
３
４
万
４
３
３
人
（
同

３
万
２
６
８
５
人
増
）
で
過
去
最
多
。
人
口
の
自

然
減
39
万
４
３
７
３
人
。

■
小
型
特
養
の
報
酬
見
直
し
を

（
６
月
１
日
）
老
施
協
が
提
案

全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
（
全
国
老
施
協
）

は
、「
２
０
１
９
～
21
年
に
お
け
る
介
護
分
野
等

の
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
に
関
す
る

提
案
」
を
ま
と
め
た
。
▽
被
保
険
者
年
齢
（
40
歳

以
上
）
の
引
き
下
げ
▽
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
等
の

地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
▽
介
護
職
員
処
遇
改
善

加
算
の
対
象
職
種
の
拡
大
▽
小
規
模（
30
床
以
下
）

特
養
の
報
酬
・
加
算
見
直
し
▽
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
利
用
者
負
担
（
一
部
定
額
）
─
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
。

■
「
骨
太
方
針
」
原
案
を
提
示

（
６
月
５
日
）
経
済
財
政
諮
問
会
議

　
（
略
）
６
月
15
日
閣
議
決
定
を
参
照

■
第
13
回
社
員
総
会

（
６
月
７
日=

６
月
号
既
報
）

推
進
協
の
第
13
回
社
員
総
会
が
開
か
れ
、
29
年

度
の
事
業
報
告
や
決
算
報
告
な
ど
３
議
案
を
承

認
、
ま
た
30
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案

を
了
承
し
た
。

【
議
案
】
▽
第
１
号
議
案
（
29
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
）
▽
第
２
号
議
案
（
支
部
長
会
則

変
更
、
秋
田
支
部
の
新
支
部
長
に
稲
庭
千
弥
子
・

友
遊
会
理
事
長
が
就
任
）
▽
第
３
号
議
案
（
一
般

事
業
の
研
修
に
係
る
謝
金
等
規
定
、
１
年
間
運
用

し
再
検
討
）
=
全
て
承
認
。

【
報
告
】
▽
報
告
事
項
１
（
30
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
）
会
費
な
ど
に
よ
る
経
常

収
益
は
計
７
３
８
６
万
円
。
経
常
費
用
は
計

７
２
５
７
万
５
千
円
▽
報
告
事
項
２
（
全
国
研
修

大
会
in
沖
縄
２
０
１
８
の
進
捗
状
況
）
11
月
22
日

（
木
）
～
23
日
（
金
）、
南
城
市
の
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ

ル
南
城
、
参
加
予
定
５
０
０
人
▽
報
告
事
項
３

（
31
年
度
全
国
研
修
大
会
開
催
地
）
31
年
10
月
1

日
（
火
）
～
２
日
（
水
）、
横
浜
市
▽
報
告
事
項

4
（
役
員
賠
償
責
保
険
団
体
加
入
状
況
）
８
施
設

加
入
。
申
し
込
み
継
続
。

【
講
演
と
事
例
発
表
】
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
経
営
実

践
会
主
宰
の
関
口
史
郎
氏
が
「
成
功
す
る
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
。
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
講
演
。
し
ょ

う
じ
ゅ
の
里
小
野
（
横
浜
市
）
の
薄
井
裕
二
施
設

長
が
見
守
り
ロ
ボ
ッ
ト
「
眠
り
ス
キ
ャ
ン
」
や
介

護
記
録
の
自
動
入
力
な
ど
の
効
果
や
課
題
に
つ
い

て
報
告
。

■
現
役
並
み
所
得
者
３
割
負
担

（
６
月
８
日
）
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

厚
労
省
は
、
８
月
１
日
か
ら
現
役
並
み
の
所
得

が
あ
る
第
１
号
被
保
険
者
の
負
担
が
３
割
と
な
る

こ
と
を
記
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
自

治
体
な
ど
配
布
し
た
。（
注
）
▽
合
計
所
得
額
が

２
２
０
万
円
以
上
で
、「
年
金
収
入
と
そ
の
他
合

計
所
得
金
額
３
４
０
万
円
以
上
」
の
単
身
者
ま
た

は
「
同
４
６
３
万
円
以
上
」
の
夫
婦
世
帯
は
３
割

負
担
へ
。

■
デ
ー
タ
連
結　
「
公
益
」
が
前
提

（
６
月
14
日
）
Ｄ
Ｂ
連
携
会
議

医
療
と
介
護
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
結
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
る
厚
労
省
の
「
医
療
・
介
護
デ
ー

タ
等
の
解
析
基
盤
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
は
、

「
公
益
目
的
」
を
前
提
と
し
、
今
夏
か
ら
利
用
者

の
サ
ポ
ー
ト
や
料
金
の
考
え
方
な
ど
の
具
体
的
な

方
法
を
議
論
す
る
。

■
「
骨
太
方
針
２
０
１
８
」
閣
議
決
定

（
６
月
15
日
）
新
在
留
資
格
を
創
設

政
府
は
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

（
骨
太
方
針
２
０
１
８
）
を
閣
議
決
定
し
た
。

【
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
】
①
消
費
税
率
引

き
上
げ
の
実
施
（
来
年
10
月
１
日
）
と
景
気
対
策

②
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
達
成
目
標
を
５
年
先

送
り
（
２
０
２
５
年
度
に
）
③
社
会
保
障
改
革
を

軸
に
「
基
盤
強
化
期
間
」
の
設
定
（
19
～
21
年
度
）

─
な
ど
が
柱
。

【
新
た
な
外
国
人
材
の
受
入
れ
】「
新
た
な
在
留

資
格
」（
特
定
技
能
と
し
て
介
護
、
建
設
、
造
船
、

農
業
、
宿
泊
を
検
討
中
）
を
創
設
す
る
。

【
介
護
関
連（
抜
粋
）】「
介
護
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
」

「
多
床
室
室
料
」「
軽
度
者
へ
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ

ス
」
の
給
付
の
在
り
方
、「
現
役
並
み
所
得
」
の

判
断
基
準
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。　

■
介
護
デ
ー
タ　
32
年
度
本
格
運
用

（
６
月
15
日
）
未
来
戦
略
を
閣
議
決
定

政
府
は
、「
情
報
社
会
」
に
次
ぐ
人
類
５
番
目

の
社
会
「
S
o
c
i
e
t
y
５
・
０
」
を
目
指
す

「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
８
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

介
護
関
連
で
は
、
科
学
的
介
護
を
裏
付
け
る
介
護

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
32
年
度
本
格
運
用
開
始
や
ロ

ボ
ッ
ト
・
セ
ン
サ
ー
、
A
I
技
術
の
開
発
や
導

入
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　

■
推
進
協
適
正
な
報
酬
な
ど
を
要
望

　
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
議
連
と
懇
談

（
６
月
15
日
）=

１
面
参
照

推
進
協
は
自
民
党
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議

員
連
盟
（
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
）
の
総
会
・
朝
食

懇
談
会
に
出
席
し
、
議
連
に
対
し
て
①
「
ユ
ニ
ッ

ト
型
個
室
」
と
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
的
多
床
室
」

の
住
環
境
の
差
を
踏
ま
え
て
次
期
介
護
報
酬
改
定

（
33
年
度
改
定
）
で
適
正
な
報
酬
に
す
る
②
介
護

給
付
費
分
科
会
と
介
護
保
険
部
会
に
推
進
協
委
員

を
選
出
す
る
③
平
成
17
年
10
月
の
臨
時
介
護
報
酬

改
定
時
点
か
ら
全
く
見
直
さ
れ
て
い
な
い
「
居
住

費
」
と
「
食
費
」
を
実
情
に
合
わ
せ
て
速
や
か
に

見
直
す
─
の
３
点
を
要
望
し
た
。

■
事
後
評
価
が
不
十
分
と
指
摘

（
６
月
19
日
）
総
務
省
の
介
護
評
価

総
務
省
は
地
方
自
治
体
調
査
（
対
象
、
20
都
道

府
県
と
40
市
町
村
）
に
基
づ
く
「
介
護
施
策
に
関

す
る
行
政
評
価
」
を
公
表
し
、
厚
労
省
に
対
し
て

自
治
体
に
適
切
な
実
施
を
促
す
よ
う
勧
告
し
た
。

「
介
護
保
険
事
業
計
画
の
点
検
や
評
価
が
不
十
分
」

「
介
護
人
材
確
保
の
目
標
値
が
未
設
定
」「
介
護
休

業
制
度
の
周
知
が
不
十
分
」「
再
就
職
が
難
し
い

家
族
介
護
者
へ
の
就
労
実
態
が
不
詳
」
な
ど
が
判

明
。
ケ
ア
マ
ネ
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、「
不
足

し
て
い
る
と
感
じ
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
特
養

が
ト
ッ
プ
（
42
・
９
％
）

■
１
万
円
引
き
上
げ
案
を
提
出

（
６
月
19
日
）
野
党
６
党

立
憲
民
主
党
や
国
民
民
主
党
な
ど
野
党
６
党

は
、
新
た
な
助
成
金
制
度
を
創
設
し
て
介
護
・
障

害
福
祉
の
介
護
職
員
の
給
与
を
月
額
で
平
均
１
万

円
、
そ
の
以
外
の
職
員
を
６
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
引

き
上
げ
る
法
案
を
衆
議
院
に
提
出
し
た
。

■
30
年
版
高
齢
社
会
白
書

（
６
月
19
日
）
閣
議
決
定

政
府
は
30
年
版
の
高
齢
社
会
白
書
を
閣
議
決
定

し
た
。
29
年
10
月
1
日
時
点
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
過
去
最
多
の
３
５
１
５
万
人
（
高

齢
化
率
27
・
７
％
）、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
数
は

２
４
１
７
万
世
帯
（
全
世
帯
の
48
・
４
％
）。
将

来
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
の
不
安

に
つ
い
て
ト
ッ
プ
は
「
家
族
に
負
担
を
か
け
る
」

の
50
・
６
％
、
８
割
余
が
何
ら
か
の
不
安
を
抱
え

て
い
た
。

■
労
働
法
違
反　
過
去
最
多　

（
６
月
20
日
）
技
能
実
習
受
入
事
業
所

厚
労
省
の
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
事
業
所
調

査
に
よ
る
と
、
29
年
内
に
４
２
２
６
事
業
所
で

労
基
法
な
ど
の
労
働
法
違
反
が
見
つ
か
り
、
過

去
最
多
と
な
っ
た
。
労
基
署
が
監
督
指
導
し
た

５
９
６
６
事
業
所
の
70
・８
％
が
違
反
し
て
い
た
。

（４）

ズ
バ
リ
回
答
！

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

◎
契
約
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て

【
今
月
の
相
談
内
容
】

新
た
に
雇
い
入
れ
た
フ
ル
タ
イ
ム
契
約
職
員

（
36
歳
・
介
護
福
祉
士
・
経
験
年
数
5
年
）
か
ら
、

賃
金
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
フ

ル
タ
イ
ム
契
約
職
員
の
賃
金
は
、実
労
働
分
（
時

給
９
８
０
円
）
と
通
勤
手
当
の
み
で
す
。

一
方
、
同
様
の
経
歴
等
で
雇
用
し
た
正
規
職

員
の
場
合
は
、
基
本
給
17
万
円
の
他
に
、
介
護

福
祉
士
手
当
1
万
５
千
円
、
住
宅
手
当
、
扶
養

手
当
が
あ
り
ま
す
。
同
様
の
職
務
で
は
あ
る
が

契
約
期
間
が
1
年
と
定
め
て
い
る
こ
と
を
理
由

に
、
賃
金
格
差
が
生
じ
る
こ
と
を
口
頭
で
説
明

し
ま
し
た
。「
働
き
方
改
革
」
で
は
、
今
後
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

「
働
き
方
改
革
」
に
よ
っ
て
、
今
後
は
労
働
契

約
法
20
条
（
均
衡
待
遇
規
定
）
に
関
し
て
大
き

な
影
響
が
で
て
き
ま
す
。
今
回
の
よ
う
に
職
務

が
同
じ
で
あ
れ
ば
、今
後
な
ん
ら
か
の
工
夫
（
職

務
に
違
い
を
も
う
け
た
り
、
人
事
考
課
制
度
を

活
用
す
る
な
ど
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
雇
入

れ
時
に
正
規
職
員
の
全
職
務
の
う
ち
、
ど
の
職

務
を
担
っ
て
も
ら
う
の
か
を
書
面
を
交
付
し
説

明
す
る
こ
と
で
、
そ
の
格
差
は
「
均
衡
」
と
裏

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
当
に
つ
い
て
も
、

人
事
異
動
や
転
勤
が
な
い
等
の
一
定
の
限
定
条

件
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
住
宅
手
当
や
扶
養
手

当
を
支
給
し
な
い
根
拠
と
な
り
得
ま
す
。

ま
た
、
就
業
規
則
や
人
事
制
度
の
見
直
し
と

整
備
も
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
正
規
職

員
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
職
員
、
フ
ル
タ
イ
ム
契
約

職
員
、
嘱
託
職
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
定
義
と
そ
の

職
員
の
職
務
の
具
体
性
は
必
要
と
感
じ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
ご
質
問
の
正
規
職
員
の
基
本
給

と
介
護
福
祉
士
手
当
の
合
計
は
18
万
5
千
円
で

す
。
仮
に
、
こ
れ
を
年
間
労
働
時
間
２
０
８
０

時
間
で
除
し
た
場
合
、
約
１
０
６
７
円
と
な
り
、

賃
金
差
87
円
が
存
在
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
時
給

９
８
０
円
を
月
給
ベ
ー
ス
で
計
算
す
る
と
、
約

1
６
万
９
８
６
６
円
、
月
給
差
約
１
万
５
千
円

と
な
り
、
介
護
福
祉
士
手
当
分
の
み
差
が
生
じ

て
い
ま
す
。
介
護
福
祉
士
手
当
は
、資
格
を
持
っ

て
い
る
こ
と
だ
け
で
支
給
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

契
約
職
員
と
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
資
格
手
当

そ
の
者
の
支
給
根
拠
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き

事
項
か
と
思
い
ま
す
。

（
監
事
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士  

栗
田
淳
二
）

6
月
１
日
～
6
月
30
日

「
適
正
な
介
護
報
酬
」
を
強
く
要
望

【
用
語
解
説
】

S
o
c
i
e
t
y
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）
５
・
０

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

狩
猟
社
会
、
農
耕
社
会
、
工
業
社
会
、
情
報

社
会
に
続
く
、
人
類
史
上
5
番
目
と
な
る
新
し

い
社
会
の
こ
と
。
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
今
ま
で

人
間
が
行
っ
て
い
た
作
業
や
調
整
を
代
行
し
た

り
支
援
し
た
り
す
る
も
の
で
、
医
療
、
介
護
分

野
で
は
遠
隔
診
療
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
駆
使
す
る
。

行
為
者
本
人
の
意
識
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

相
手
を
不
快
に
さ
せ
た
り
、
自
身
の
尊
厳
を
傷

つ
け
ら
れ
た
と
感
じ
た
り
さ
せ
る
発
言
や
行
動

を
指
す
。
女
性
職
員
が
多
く
利
用
者
の
体
に
直

接
触
れ
る
機
会
の
多
い
介
護
職
で
は
セ
ク
ハ
ラ

や
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
や
す
い
状
況
に
あ
り
、
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

◇
今
後
の
予
定
◇

違
法
残
業
や
残
業
代
未
払
い
や
労
働
安
全
に
関
す

る
違
反
が
目
立
っ
た
。

■
介
護
職
員
７
割
が
体
験　

（
６
月
21
日
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
日
本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ

ン
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
実

態
調
査
（
今
年
４
月
～
５
月
）
に
よ
る
と
、
介

護
職
員
の
74
・
２
％
が
利
用
者
や
家
族
か
ら
被
害

を
受
け
て
い
た
。
訪
問
介
護
や
特
養
な
ど
で
働
く

２
４
１
１
人
が
回
答
。
29
・
８
％
が
セ
ク
ハ
ラ
、

70
・０
％
が
言
葉
な
ど
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
を
体
験
。

上
司
や
同
僚
に
相
談
し
た
が
、
半
数
余
が
「
状
況

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
。

■
処
遇
状
況
調
査　
10
月
実
施

（
６
月
21
日
）
分
科
会
専
門
委

介
護
給
付
費
分
科
会
の
介
護
事
業
経
営
調
査
委

員
会
は
、
30
年
度
介
護
従
事
者
処
遇
状
況
等
調
査

（
原
則
３
年
ご
と
に
実
施
）
の
調
査
案
を
了
承
し

た
。
近
く
分
科
会
で
正
式
決
定
し
、
今
年
10
月
に

実
施
し
、
次
の
処
遇
改
善
策
に
反
映
さ
せ
る
。

■
紙
オ
ム
ツ
で
実
証
実
験

（
６
月
22
日
）
国
交
省

国
土
交
通
省
は
、紙
オ
ム
ツ
と
汚
物
を
分
離
し
、

オ
ム
ツ
を
回
収
、
汚
物
を
下
水
に
流
す
新
技
術
の

実
証
実
験
を
年
内
に
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。
介

護
者
・
要
介
護
者
の
負
担
軽
減
が
狙
い
。
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
と
サ
ン
ラ
イ
フ
が
開
発
し
た
オ
ム
ツ
処
理

装
置
を
高
齢
者
施
設
に
設
置
し
て
実
験
す
る
。

■
ケ
ア
マ
ネ
取
消
で
救
済

（
６
月
27
日
）
取
消
条
件
を
緩
和

厚
労
省
は
更
新
研
修
を
受
講
し
な
か
っ
た
り
し

て
登
録
が
取
り
消
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
ケ
ア
マ
ネ

を
救
済
す
る
た
め
、
後
日
、
研
修
を
受
講
す
る
こ

と
な
ど
を
条
件
に
登
録
を
取
り
消
さ
な
い
よ
う
都

道
府
県
に
通
知
し
た
。
第
8
次
地
方
分
権
一
括
法

の
一
環
。

◆大会テーマ◆
″愛むすぶ〟♪しあわせ探し！
　～ ゆいまーるのこころで結ぶ
　　　　　　　ユニットケア～


